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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
良
い
お
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
ま
た
昨
年
社
協
に
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
心
温
ま
る

ご
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
、
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
6
年
は
、
前
回
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
関
係
者
を
一
同
に
介
し
て
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
稚
内
市
社
会
福
祉
大
会
が
平
成
29
年
以
来

七
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
稚
内
市
長
を
は
じ
め
、
被
表
彰

者
及
び
関
係
者
多
数
の
ご
参
加
を
頂
き
無
事
終
了
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
福
祉
活
動
に
懸
命
に
尽
く
さ
れ
た
方
、
経
済

的
な
ご
支
援
を
頂
い
た
方
、
そ
し
て
永
年
福
祉
施
設
や
福

祉
機
関
に
従
事
さ
れ
た
方
に
対
し
改
め
て
心
よ
り
お
祝
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
地
域
福
祉
の
政
策
化
、
施
策
化
の
進
展
に
よ
り

本
会
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
益
々
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
令
和
6
年
か
ら
令
和

10
年
の
5
年
間
に
お
け
る
「
第
七
期
地
域
福
祉
実
践
計
画
」

を
策
定
し
、
国
が
掲
げ
る
「
地
域
共
生
社
会
」
を
実
現
す

る
た
め
に
市
民
参
加
に
よ
る
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
、
お

互
い
に
助
け
合
う
地
域
を
つ
く
り
「
と
も
に
支
え
合
い
・

安
心
・
安
全
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指
し

て
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
策
定
致
し
ま
し
た
。

　

計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
行
政
の
み
な
ら
ず
町
内

会
や
民
生
委
員
児
童
委
員
を
は
じ
め
と
す
る
福
祉
関
係
者

の
ほ
か
に
も
、
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
企
業
な
ど
の
協
力

を
得
な
が
ら
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
皆
様
と
共
に
「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
役
職
員
一
同
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
本
年
も

温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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第
17
回
稚
内
市
社
会
福
祉
大
会
が
去
る
10
月
20
日（
日
）サ
フ
ィ
ー
ル
ホ
テ
ル
稚
内
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
回
大
会
（
第
16
回
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と
し
て
式
典
を
中
止
致
し
ま

し
た
が
、
今
大
会
は
7
年
振
り
に
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
社
会
福
祉
関
係
者
・
団
体
等
か
ら
2
0
0
名
余
り
が
出
席
し
、
永
年
社
会
福
祉
活
動

に
尽
力
さ
れ
た
方
や
団
体
等
に
対
し
、
稚
内
市
長
感
謝
、
稚
内
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

・
感
謝
、
稚
内
市
共
同
募
金
委
員
会
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
、
大
会
記
念
講
演
で
は
、
学
校
法
人

稚
内
大
谷
学
園
稚
内
大
谷
高
等
学
校
校
長
平
岡
祥
孝
氏
の
「
現
代
社
会
の
生
活
実
態
・
生
活
実

感
の
一
断
面
―
新
た
な
社
会
政
策
を
考
え
る
ー
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

●
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片
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佐
々
木
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お
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青
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佐
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晃
一　
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惠
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史
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タ
バ
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組
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婦
人
部

稚
内
遊
技
場
組
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株
式
会
社
恵
菱
設
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最
北
観
光
株
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会
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三
建
設
株
式
会
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稚
内
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澤
田
タ
イ
ヤ
株
式
会
社　
　

稚
内
市
青
少
年
科
学
館　
　

株
式
会
社
西
條
稚
内
店

　

公
益
社
団
法
人
北
海
道
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
旭
川
支
部
稚
内
分
区

　

卸
売
ス
ー
パ
ー
富
岡
ユ
ア
ー
ズ
店　
　

卸
売
ス
ー
パ
ー
中
央
大
壹
店　

回
転
寿
司
花
い
ち
も
ん
め
稚
内
本
店　
　

株
式
会
社
相
沢
食
料
百
貨
店　
　

株
式
会
社
ホ
ク
タ
ン

北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
リ
テ
ー
ル
＆
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
㈱
セ
ー
ル
ス
統
括
本
部
道
北
支
社
稚
内
支
店

●
稚
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募
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委
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会
長
表
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石
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英
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小
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文
三　
　

熊
田　

要
二　
　

稚
内
市
赤
十
字
奉
仕
団
第
一
分
団

　

稚
内
市
赤
十
字
奉
仕
団
第
二
分
団　
　

稚
内
市
赤
十
字
奉
仕
団
第
三
分
団　

　

稚
内
市
赤
十
字
奉
仕
団
第
四
分
団　
　

稚
内
市
赤
十
字
奉
仕
団
第
五
分
団

　

稚
内
市
赤
十
字
奉
仕
団
第
六
分
団　
　

稚
内
市
赤
十
字
奉
仕
団
第
七
分
団

　

稚
内
市
赤
十
字
奉
仕
団
第
八
分
団　
　

北
海
道
稚
内
高
等
学
校
全
日
制

　

北
海
道
稚
内
高
等
学
校
定
時
制　
　

学
校
法
人
稚
内
大
谷
学
園
稚
内
大
谷
高
等
学
校

　

育
英
館
大
学　
　

稚
内
地
区
保
護
司
会　
　

稚
内
更
生
保
護
女
性
会　
　

た
け
の
こ
の
会

　

稚
内
市
防
犯
指
導
員
協
議
会　
　

稚
内
警
察
署
少
年
補
導
員
連
絡
協
議
会

　

稚
内
市
民
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド　
　

稚
内
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

稚
内
北
斗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　
　

稚
内
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　
　

稚
内
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

一
般
社
団
法
人
稚
内
青
年
会
議
所　
　

第
二
清
浜
婦
人
会　
　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
稚
内

　

稚
内
市
文
化
協
会　
　

稚
内
消
防
団
互
助
会　
　

稚
内
信
用
金
庫
役
職
員
一
同　

　

Ｊ
Ｒ
自
啓
寮　
　

稚
内
富
岡
幼
稚
園　
　

わ
っ
か
な
い
勇
知
い
も
研
究
会

　

宗
谷
漁
業
協
同
組
合
女
性
部　
　

山
本
建
設
株
式
会
社
（
除
雪
作
業
所
従
業
員
一
同
）

株
式
会
社
ヤ
ク
ル
ト
北
北
海
道
稚
内
支
店　
　

株
式
会
社
う
ろ
こ
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株
式
会
社
山
大
小
林
商
店

　

大
東
食
品
株
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会
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稚
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協
同
組
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オ
フ
ィ
ス
文
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株
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会
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株
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メ
ラ
セ
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タ
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北
都
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株
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株
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北
海
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税
理
士
会
旭
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支
部
稚
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北
宗
谷
農
業
協
同
組
合

石
塚
建
設
興
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株
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会
社　
　

株
式
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中
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建
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団
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ム
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見
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第
17
回
稚
内
市
社
会
福
祉
大
会
開
催
し
ま
し
た

今
大
会
で
顕
彰
さ
れ
た
皆
様
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す

　社協事務局の年末年始の業務についてお知ら
せいたします。
　年末年始のお休みは下記の通りとなりますの
で、皆様にはご不便をおかけいたしますが、ご
理解をお願い申し上げます。

令和６年12月31日（火）から
令和７年１月５日（日）まで

令和7年1月6日（月）より通常業務となります。
※年末年始のお休みとさせていただきます。

社協事務局の年末年始について社協事務局の年末年始について
お 知 ら せ

　去る10月30日に令和6年度福祉委員連絡会議が開催され、「福祉委員活動」
「見守り活動」についての基調説明やグループ討議が行われ、見守り活動の
必要性や、担い手不足に苦労しながらも肩肘張らずに数多くの知り合い（顔
見知り）を増やしながら相談やお手伝いが出来れば等の活発な情報交換が行
われました。
　次回は２月を目処にもう一度連絡
会議を開催し、再度今回のグループ
討議で話し合われた内容や、聞き取
り調査の内容をテーマにグループ討
議を行い、今後の福祉委員活動や地
域ささえあい活動（仮称）に活かした
いと考えております。

去る10月30日に令和6年度福祉委員連絡会議が開催され「福祉委員活動」

令和6年度　福祉委員連絡会議開催しました令和6年度　福祉委員連絡会議開催しました

社協だより稚内社協だより稚内社協だより稚内社協だより稚内社協だより稚内
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

社協事務局の年末年始について
令和6年度　福祉委員連絡会議開催しました

社協だより稚内社協だより稚内

鬼志別支店
浜頓別支店
枝 幸 支 店
雄 武 支 店
中頓別支店
歌 登 支 店
豊 富 支 店
幌 延 支 店理事長　増　田　雅　俊

本　　店　☎23－5131
南 支 店　☎23－5141
北 支 店　☎23－4371
東 支 店　☎32－3651
富岡支店　☎33－5151

年金のお受け取りは
あなたの大切な年金は、ぜひ便利な当金庫の年金自動受取をご利用下さい。

で 天 塩 支 店
遠 別 支 店
利尻富士支店
利 尻 支 店
礼 文 支 店
旭 川 支 店
神 居 支 店
末 広 支 店

札 幌 支 店
清 田 支 店
琴 似 支 店
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あたたかい善意ありがとうございました

＊今年もみなさんのあたたかいご協力に感謝申し上げます＊

・寄付をされた個人、または
　法人は確定申告によって寄
　附金控除が受けられます。
所得税法第78条第2項第3
号・法人税第37条第2項及
び第3項第3号

税法上の特典

・掲載している、個人・企業
　名等については、寄付者に
　あらかじめ、氏名等の掲載
　について、ご了承を得てお
　ります。

個人情報保護について

この中間報告は11月30日までの募金額です

赤い羽根共同募金中間報告
3,316,231円3,316,231円

社協会員会費の中間報告
3,758,130円3,758,130円

目標額 4,800,000円目標額 4,800,000円

戸別募金（町内会）
業　　種　　別　　募　　金
街　　　頭　　　募　　　金

個人･団体･その他の募金

2,007,107円
685,000円
343,770円
280,354円

区　　　　　　　分 金　　　　　　額

寄　　　付　　　理　　　由寄付物品氏　　　　　　　　　名
■物品預託　 令和6年9月1日～令和6年12月31日（敬称略）

北海道コカ・コーラリテール＆ベンディ
ング株式会社セールス統括本部道北支社
稚内支店
　支店長　稲　田　智　昭

コカ・コーラ社製品を稚内市社
会福祉協議会を通じて市内社会
福祉施設へ贈呈いたします。

コカコーラ社製品
飲料水40ケース

街頭募金（速報）

ありがとうございました

目標額  円目標額  4,700,000円

12月2日（月）

12月7日（土）

合　　計

127,789円

130,172円

257,961円

実　　施　　日 募　　金　　額

速報歳末たすけあい募金歳末たすけあい募金

11月30日現在の実績額です

住民会費
特別会費
団体会費
法人会費

2,267,130円
325,000円
151,000円

1,015,000円

りがとうございました

開催日時　令和７年１月25日（土）10:00～
開催場所　稚内市社会福祉協議会　２階会議室
内　　容　①ボランティアとは？
　　　　　②ボランティア活動のいろいろ
　　　　　③ボランティア登録について
申込方法　令和７年１月20日（月）までにお電話（24－1139）・メール
　　　　　で社会福祉協議会までお申し込みください。

●要約筆記とは聴覚障害者のために、話された内容をその場で文字にして
　伝える方法を要約筆記といいます。要約筆記の方法として「パソコン入
　力」「ノートテイク」等があります。
●要約筆記者とは　聴覚障害者のために、話された内容をその場で文字に
　して伝える支援をする方の事を「要約筆記者」といいます。
●要約筆記者の募集をしております。ご興味のある方は稚内市社会福祉協
　議会地域福祉課　☎24－1139へご連絡をお願いします。

●要約筆記とは聴覚障害者のために 話された内容をその
要約筆記者募集しています要約筆記者募集しています

開催日時 令和７年１月25日（土）10 00

令和6年度　ボランティア養成講座開催します令和6年度　ボランティア養成講座開催します

社協だより稚内社協だより稚内社協だより稚内社協だより稚内社協だより稚内


